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［31］ 各種 の 減摩 材を用 い た 場合 の 圧縮供試体端 面 の 応力分 布 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 正 会 員 　 　 小 阪 義 夫 （名 古 屋 大 学 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 　 　 　 谷 川 恭 雄 （名 古 屋 大 学 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 　 　 ○ 太 田 福 男 （大 同工 業 大 学 ）

　 L は じ め に

　 コ ン ク リ
ー

ト の 圧 縮 試 験 の 際 、通 常 の 方 法 で 載 荷 す る と 載 荷 板 と 供 試 体 間 の 摩 擦 の た め 、載 荷 板 近 傍 の コ ン ク

リ
ー

ト 供 試 体 は 横 方 向 の 変 形 を 拘 束 さ れ 、載 荷 板 近 傍 の 圧 縮 応 力 度 分 布 は 不 均 等 に な る 。こ の よ うな 、加 圧 面 に

お け る 摩 擦 に よ る 横 方 向 の 拘 束 を 除 く 目 的 で 、
ブ ラ シ 型 載 荷 板 や ボ ー

ル ベ ア リ ン グ 使 用 の 分 割 載 荷 板 な ど の 特 殊

な 載 荷 板 を 用 い る 方 法 や 、載 荷 板 と 供 試 体 の 間 に 摩 擦 を 低 減 す る た め の 減 摩 バ
ッ ド を は さ ん で 加 圧 す る 方 法 な ど

が 提 案 ・試 行 さ れ て い る 。こ れ らの 方 法 に は そ れ ぞ れ 特 失 が あ る が 、 後 者 の 減 摩 バ
ッ ド を 用 い る 方 法 は 、 適 正 な

バ
ッ ド 材 を 用 い れ ば 、 か な り理 想 的 な 均 等 圧 縮 応 力 分 布 状 態 が 得 ら れ る と い う点 で 大 き な 魅 力 が あ る 。

　 今 ま で に 各 研 究 者 に よ っ て 用 い ら れ て ぎ た 減 摩 パ ッ ド と し て は 、軟 質 ゴ ム シ ー ト に シ リ コ ン グ リ
ー

ス を 塗 布 し

た も の P 、テ フ ロ ン シ
ー

ト を 用 い た も の 、テ フ ロ ン シ
ー

トに シ リ コ ン グ リ
ー

ス を 塗 布 し た も の
の 3）

な ど 各 種 の もの

が 用 い ら れ て い る が 、そ れ ら の 減 摩 パ
ッ ド を 用 い た 場 合 の 加 圧 面 近 傍 の 応 力 分 布状態 が 果 し て 均 等 で あ る か 否 か

に つ い て は 、適 当 な 検 証 の 方 法 が 無 か っ た た め 未 だ に 確 認 が な さ れ て い な い 。

　 本 研 究 は 、最 近 開 発 さ れ た 圧 カ シ
ー

ト を 用 い て 、 加 圧 面 に お け る 応 力 分 布 の 状 況 を 調 べ 、各 種 の 減 摩 バ
ッ ド の

性 能 を 判定 し よ うと す る も の で あ る 。

　 2、実験方法 の 概 要

　 実 験 に 際 し 、 表 一 1 に 示 す 9 種 類 の 減 摩 シ ー ト 材 か ら な る 減 摩 バ
ッ ドを 用 い た 。な お 、表

一1 に は 、実 験 に 先

立 っ て 行 っ た 各 種 減 摩 シ
ー

ト 材 の 性 能 試 験 結 果 も 示 し て あ る 。な お 、力 学 特 性 を 調 べ る た め に 用 い た 試 験 片 は 、

ゴ ム シ ート の 場 合 は 」工S 規 格 6 号 試 験 片 、そ の 他 の 材 料 の 場 合 は J］S 規 格 4 号 試 験 片 を 用 い た 。ま た 、力 学 特 性

は 、載 荷 速 度 に よ っ て か な り 異 な る の で こ の 実 験 の 場 合 は 、 50mm 〆分 、2．5mm ／分 、　 LOmm ／分 の 3 種 類 の 載 荷 速

度 で 加 力 し、そ れ ぞ れ の 結 果 の 平 均 値 を 求 め た。摩 擦 係 数 は 減 摩 シ
ー

ト材 1 枚 と 鋼 板 と の 間 で 求 め た 値 で あ る 。

　 減 摩 バ
ッ ド と し て は 、表

一 1 に 示 す 各 種 の 減 摩 シ ー
ト材 2 枚 を 重 ね そ れ ぞ れ の 内 側 に シ リ コ ン グ P 一ス を 塗 布

　　　　　　　　　 表 一 1 　減 摩 シ ー ト 材 の 物 理 特 性 試 験 結 果

　　　　　＝一
比 例限 界応 力度

（kgf ／ 。 m り

．『
最 大 引張 応 力度

（kgf ／ cm2 ）

闇π『
伸 び 率

（％ ）

ヤ ン グ 係 数

（xld3   レ 。 m2 ）

　　　 一一一
摩 　擦 　 係　 数

減　摩　材　の 　種 　類
減摩 材の

厚 さ （φ  静 摩 擦 動 摩 擦

X 方 向 0．  37 0．088 123 　 0，37一一一一一一一 0，27−一一　一一一
ボ リ ブ ロ ビ レ ン

一一　一　　−
Y 方 向

0．65 一　　一一一
　 　 〇．223

　一一一一一．齟
0，223 　 　 1　 30

一一一一一一一 　 　 18．4−＿．−rr　一一一一
　 　 35．9 0340 、27

フ ッ 化 エ チ レ ン 2，13 0．010 0．0321 　 525 5．5 0220 ．13

ビ　 ニ 　 　ー　　ル 1．95 0．004 0．024 319 o．3 LOO0 、72

x 方 向 0．OlO 0．023 300
0．180 ユ2テ　 　フ 　　ロ 　 　ン

冒＿雫一一一一一
　 Y 方 向

O，5Q
0．012 0．035 381

　 　 　3．3＿＿＿＿＿r＿　一一一
　 　 　5．3

圧 力シ
ー

ト高圧 用
感 色 紙 9．30 0．064 0、107 76 25．4　 　　一　

　 0．37
−一一一一一一
　 〇、37

　 0．25
−　一一一一一一一

液 含 紙 10．20 0、061 0．Dgl 65 24、3 G．20

感 色 紙 10．OO 0．064 0．090 23．8−一一一一 O、34−一一皿一　　 0．22＿＿｝　曽一一噌
圧 カシ ー

ト中圧 用
液 含 紙 10．70 O．063

一一冖一一一一一一一一一
　 　 〇，092

　 75一一一一一一
　 75

一一一一
　 　 24，9

一
　 〇．390 ．29

感 色 紙 10，50 0．064 23，0 一
圧 力シ

ート低 圧 用
液 含 紙 1L10 0．059

　 　 0、092−一一一一一一一一一
　 　 〇，087

　 　 68− 一一一一一
　 　 68 23，4

一

ゴム シ
ー

ト 0．3厚 3．20 一 0・01  　 i546
0．  12勢 1、00 以上 1．00 以 上

ゴム シ
ー

ト 0．5厚 4．90 一 0．Ol3 55D 0．  12
峰

LOO 以上 LOO 以 上

・　 as考 値 撮 大引張応 譲 暢 点 の セ … モ デ・ラ ・ ）
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し た もの を 用 い た 。 実 験 内 容 は 次 の 3 項 か ら な る 。

　 2 ・1 　 減 摩 パ ッ ド の 応 力 伝 達 特 性 試 験 　各 種 の 減 摩 パ

ッ ド の 応 力 伝 達 特 性 を 圧 力 シ
ー

ト法 を 用 い て 調 べ た 。圧

力 シ
ー

ト 法 は 、各 種 機 器 の 接 触 面、載 荷 板 と 供 試 体 間 な

ど の 応 力 分 布 を 測 定 す る 方 法 で あ り、圧 力 を 色 の 濃 淡 に

変 換 し て 、 色 濃 度 計 を 用 い て 測 定 す る 。圧 力 を 色 に 変 換

す る シ ス テ ム は 次 の 通 り で あ る 。す な わ ち 、マ イ ク ロ カ

プ セ ル 化 し た 発 色 剤 を 塗 布 し た 液 含 紙 と 顕 色 剤 を 塗 布 し

た 感 色 紙 を 重 ね 合 わ せ 、そ の 上 に 圧 力 が 加 わ る と 発 色 剤

を 含 む カ プ セ ル が 圧 力 に よ り破 壊 し 、 顕 色 剤 を 含 む 感 色

紙 を 発 色 さ せ る e 感 色 紙 の 発 色 濃 度 は 応 力 に 比 例 す る よ

うに な っ て い る 。 応 力 伝 達 特 性 は 図
一1に示 す 方 法 で 加 圧

し た 後 、圧 力 シ
ー

ト を 写 真
一1 に 示 す よ うに シ

ー
ト の 儂

葡 応力贓
50

依gf1 動

載荷応力
2001kgf

／（  ）

　 　 　 　 　
．『．°

一

（S ）ゴ ム シ ート覦 ノ苛ツド

　　1 翻

屍鷙 飜　 一 ，

… 、 。 段 。 的 。 。 色 す る カ ラ
ー7

・一
， 処 理 機 。 通 ．欝 護

（b）テ フ ロンシ
ー

ト使用 パ
フ ド

　 　 　 （e ）応 力判 定基幣 色の 一例

写 真一1　減摩 パ
ッ ドの 応力伝達特性

◇
tZZZZZZZZIIZZZI1zzzzz2

摩 材

VU コ ン

グ リース

。．。。 、＿ ゲ
ー

邸 7＿ 崑
ij

た 応 力 分 布 状 況 か ら 判 定 し た 。

　 2 ・2 　 減 摩 パ
ッ ドの 摩 擦 係 数 測 定 試 験 　 コン ク リ

ー
ト

供 試 体 端 面 と 載 荷 板 と の 間 の 減 摩 バ
ッ ドの 摩 擦 係 数 （μ）

は 図
一5 に 示 す よ う に 、供 試 体 端 面 部 に も シ i） コ ン グ リ

ー
ス を 塗 付 し 載 荷 板 を 介 し て 、軸 力 方 向 に 載 荷 し た 後 ．

横 方 向 か ら 加 力 し 、供 試 体 が 滑 動 し は じ め た 時 の 荷 重 と 煙

こ の 時 の 圧 縮 荷 重 と の 比 で 表 わ さ れ る も の と し た 。

　2・5 　各種減摩 パ ッ ドを 用 い た コ ン ク リ
ー

ト供 試 体 の O

　圧 縮 試 験 上 記 の 各 種 減 摩 バ
ッ ド を 用 い て ， ン ク リ

ー「a

ト 供 試 体 の 圧 縮 試 験 を 行 な し丶 強 度 、変 形 状 況 ・破 壊 形 罫

態 な ど を 調 べ た 。使 用 し た コ ン ク リ
ー ト 供 試 体 は 次 の よ 揮

うで あ る 。

　 形 状 。寸 法 ： 供 試 体 は 厚 さ 7．5c 皿 幅 （D ） 15cm の 一 ’
〈

　定 と し 、高 さ （H ） を 1501n ・ 30Cm ・45 　 cm の 3

　 種 類 の 角 柱 体 と し た （図
一2 参 照 ） ，

　 使 用 材 料 お よ び 調 合 ： セ メ ン h は 普 通 ボ ル ト ラ ン ド （

　KgS＝403kgl ン
ic　rr3 ） 、粗 骨 材 は 木 曽 川 産 川 砂 利 （比 重

　
＝2．60 ・最 人 ・1法 ；20mm ）、細 骨 材 は 山 砂 （比 重 ＝600

　 2．53 ・F ・M ；2．65） を 使 用 し た 。 表 一2 に 供 試 体 の

　 調 合 を 示 す 。

　 養 生 お よ び 試 験 材 令 ： 供 試 体 は す べ て 湿 空 養 生 （室 温

　20
”

c ± 1°c ・湿 度 90 −−10070 を し、試験材令は 28 日で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 な お ス ト レ イ ン ゲ ージ は 載 荷 方 向 と 直 角 に 図
一2 に 示 す

　 100
（
）

虹

R50

Q’
L

　 O

2ZZZZZZZZZZZZZIz1ZZZT

　　合

図
一1 減摩 パ

ッ ドの 載 荷 方法 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 W ＝T．5cm 　　 D＝15em 　唄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図
一2 ス トレイン ゲ

ージ 貼付 位 置

　　 O 　　 「00 　　 20Q 　　 300 　　400 　　500

　　　　　 　　　 載荷 平均応 力 （kgf ／ c ヒ而

図一3　減 摩
パ

ッ ドの載荷平均応力部分の 面積占有率 と減摩材 の 種類

晩μ くk 螂

600 600

4∞ 400

， ■曁
平均応力

平 均応 力

ゴ ム シ
ー

ト ビニール
・

0 （厚 ：0．3  ） o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   塀
表
一2　　 調 合 表

　 　　 　　 　　 　　 　　 （kg／血・
3）　 400

〔

快 　 　　の

種 　　 類
w ／u

（％ ）
セ メ ン ト 水 細 骨 材 粗 骨 材 ， ．

モ ル タ ル 556373501082 0
平均応力

ポ リプ ロ ピ レ ン

コ ン〃リ
ー

ト

45557046737730121020721156064169210401D40

　　　 0
1040 0　 　　　　　 　 1．0

鬪 　　4　 客 燔 減図一4

1．O 　 O

〔byyc

　 400

‘踊 斥
’

600

400

　 　 Q1
．O

平均応 力

　 フ ッ化 エ チ レ ン

0 　 　 　 　 　 1．o
　 （単位 ： 1．  ＝7．5em ）

　 　 　 　

　 　 　 　

　　　 O 　 　 　 　 　
m ）

　 　 　 　 0 　 　 　 　 　 1．O 　 O 　 　 　 　 　 IO
各 種減 摩材 を 用い た 供 試 体端 面応 力 分布 状況
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要 領 で 供 試 体 に 貼 付 し た 。

　 5．実 験 結 果 と そ の 考 察

　 5 ・1 　 減 摩 シ ー ト材 の 物 理 特 性 減 摩 シ ート材 の 物 理 特

性 は 前 述 の 表 一1 に 示 し た 通 りで あ る 。圧 カ シ ー トは 高 圧 ・ 　 O、04

中 圧 ・ 低 圧 用 の 3 種 類 が あ る が 、い ず れ も そ の 物 理 特 性 は ほ 電

ぼ 一raで 劾 、比 孵 界 励 度 … 縣 数 ・ もに 大 ぎ く漂
伸 び 率 が 小 さ い 。ボ リ プ ロ ビ レ ン は 異 方 性 が 顕 著 で あ る。ア 殴

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．02
フ ロ ン シ

ー
ト と 7 ッ 化 エ チ レ ン と は 物 理 特 性 が 類 似 し て い る

が 、伸 び 率 は フ ッ 化 エ チ レ ン の 伸 び 率の 方が 大 き く、前者 は

後 者 の 60％程 で あ る。

　 5 ・2 　減摩 パ
ッ ド の 応力伝達特性　圧 力 シ ー

トを用 い て　　o．Oo
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
減 摩 バ

ッ ドの 応 力 伝達 特 性 を 調べ た 結 果 の
一

例 を 写 真
一1 に

示 す 。 写 真 は カ ラ
ー

写 真 で あ り印 刷 の 都 合 で 黒 白 に な っ て い

る が 、こ の 濃 淡 差 の 小 さ い 方 が 応 力 分 布 が 均 等 な こ と を 示 す 　 10

　 写 真 に よ れ ぱ 、
ゴ ム シ

ー
ト使 用 バ

ッ ドは 高 応 力 時 に な る 程
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

励 伝 達 雛 は 低 下 す る 。 と が わ か る。図
．3 は バ

。 ド の 平 S　ag

均 応 力 部 分 の 面積 占 有 率 （平 均 応 力 部 分 画 積 ／供試 体 端 面面 邑

積 ） を顎 上 か ・ 求 ・ 識 荷 平 均 励 ・ ・ 関 係 を 示 ・ た ・・ 鋩
で あ る 。 図

一3 に よ れ ば 、載 荷 平 均 応 力 が 15Dkgf ／crri以 下 鐸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出 Q7
で あ れ ば 、ゴ ム シ ート 以 外 の 減 摩 バ

ッ ドは バ
ッ ドの 種 類 に か 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†
か わ ら ず 載 荷 板 だ け を 用 い た 場 合 よ りす べ て 応 力 分 布 特 性 は

ミ　O．6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

良 好 で あ る 。しか し、載 荷 平 均 応 力 が 150kgf ／Gm
エ
P／　Etこ な n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．5
る と 、ビ ニ ー

ル お よ び フ ッ 化 エ チ レ ン 等 の よ うに ヤ ン グ 係 数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

が 小 さ く、伸 び 率 の 大 ぎい シ ー ト材 を 用 い た バ
ソ ド程 応 力分

布 特 性 は 劣 下 す る 。図
一4 は バ ッ ド中 央 断 面 位 置 の 応 力 分 布

状 況 を 示 し た もの で あ る・翻 均 応 擬 が 35 °一一4 °° 

ミ1。

f／cmS に あ る と 図
一4 か ら わ か る よ うに 、供 試 体 端 面 部 分 の 　＄

励 茄 状 況 は 端 面 中 央 紛 幅 励 ・ な り澗 辺 謙 な ・ 蒔
に し た が っ て 順 次 低 応 力 と な る。ゴ ム シ ート ・ビ ニ

ー
ル シ

ー
　壇

トお よび フ ッ 化 エ チ レ ン 等 を 使 用 し た パ
ッ ドは 応 力 度 の 高 低 巵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 RO ．5
差 騰 噸 著 で あ る・　 　 　 　 　 　 ＄

… 灘 パ ・ ド の 醺 職 図
一

・ は ・ ン ・ リ
ー

・ 供 噛
試 体 と 載 荷 板 間 に お け る 各種 の 減 摩 バ

ッ ドの 摩 擦 係 数 を 示 す 　撞

。図
一5 に よ れ ば 、摩擦 係 数 は 載 荷 荷 重 に は ほ と ん ど 無 関 係 　＄ O

　

ル

　

ト　
載荷板

減摩材 　 供試 体

減摩用 パ ッ ド

シ リ　コ ン グ リ
ー

ス
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一
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で あ り b テ フ ロ ン シ
ー

ト ・ゴ ム シ
ー

トお よ び ボ リ ブ ロ ビ レ ン

は 摩 擦 係 数 μ が 0．022 以 下、圧 力 シ ート と フ ッ 化 エ チ レ ン は

μ が 約 O．03 、ビ ニ ー
ル シ ート で は O．06 前 後 と な っ て い る 、，

な お 、 載 荷 板 と 供 試 体 と の μ は 0．48〜O．50．程 度 で あ る 。

　 S ・4 　コ ン ク リー ト の 圧 縮 強 度 と 摩 擦 係 数 並 び に 供試

　 体端面 の 応力分布率 と の 関 係

　 （1） コ ン ク P） 一ト の 圧 縮 強 度 （Fc ）と 摩 擦 係 数 （μ）　1 図
一
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図
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一
トの 圧縮強度比 （Fcp／Fcp）とAp．／Aoとの 関係

ノ
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6 は 減 摩 パ
フ ド の 摩 擦 係 数 （μ ） と コ ン ク リ

ー トの 圧 縮 強 度 （

鼠 バ
ッ ・潮 ・ ン ・ ・

一
臓 ・ up ／・ ・

ッ ド未 使 用 ・ ン 壗
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蜘

リ
ー

ト強 度 Fc。 ） と の 関 係 を 示 す。なお 、図 中 に は 小 林 の 実 己 400

験 ・ ・ 平 ・  示 ・ て あ ・ ． 図一
・・ よ れ 1…、・・P は ・ ・魂

も … よ り 小 さ く、供 試 体 端 醪 擲 ・ よ る 拘 勅 が 低 下 す 遡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 出
こ と に よ っ て コ ン ク リ

ー
トの 圧縮 強 度 が 小 さ くな っ て い る こ Q3CO

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み

と が わ か る ． し か し 、 減 摩 パ
ッ ドの 摩 擦 係 数 が 同 等 で も ，

ゴ よ

ム シ ート と テ フ ロ ン シ ー ト あ る い は フ ッ 化 エ チ レ ン と 圧 力 シ 膏
一ト 等 の よ う に シ

ー
トの 材 質 の 相 違 に よ っ て 、コ ン ク リ

ー
ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．0　　 　 　　 　 　 2．0　 　 　　 　 　　 3．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 供試体 の 高 さ と 幅の 比 （H ／ D ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図
一 9 　 供 試 体 の H ／ D と Fc と の 関 係

の 圧 縮 強 度 は 大 ぎ く異 な る 。ま た 供 試 体 の 破 壊 形 態 は 、図
一8 に 示 す よ うに お よ そ 3 種 類 に 分 類 で き る。供 試 体 の 端 面

拘 束 が 小 さ い 場 合 で は 害1」裂 型 の 破 壊 を 示 し、コ ン ク リ
ー

トの よ う な ぜ い 性 材 料 の 単 純 圧 縮 時 の 典 型 的 な 破 壊 の 特 性 を 示

す。減 摩 バ
ッ ド を 使 用 し な い 場 合 の 供 試 体 は 端 面 拘 束 型 の 破 壊 が 多 く、摩 擦 係 数 の 小 さ い 減摩 バ

ッ ドを 使 用 し た 供 試 体 の ．

破 驤 形 態 は バ
ッ ド の 応 力 伝 達 特 性 の 良否 に か か わ ら ず 割 裂 型 が 多 い 。

　 （2）コ ン ク リートの 圧 縮 強 度 と 供 試 体 端 面 平 均 応 力 面 積 占有 率 ：図一7 に 減 摩 パ
ッ ドを 用 い た 供 試 体端 面 平 均 応 力 面 積

占有 率 （バ
ッ ド　使 用 時 の 供 試 体 端 面 平 均 応 力 面 積 占 有 率 Ap汐 ｛

ッ ド未 使用 供 試 体 端 面 平 均 応 力 面 積 占 有率Ao ） と 1fOB ／

Fco と の 関 係 を 示 す。図
一7 に よ れ ば Ap ／Ao とF 。p／Fco との 間 に は

一
定 の 相 関 が 認 め ら れ る 。 す な わ ち 、減 摩 バ ッ ドを

用 い る こ と に よ る Fc の 低 下 は 供 試 体 端 面 の 応 力 分 布 の 不 均
一

性 の 影 響 を 大 き く受 け る 。 テ フ ロ ン シ
ー

ト、 圧 力シ
ー

ト 、 ボ リ

ブ ロ ビ レ ン 等 は 高 応 力 領 域 で も Ap ／Ao が 大 き い た め に 、　 Fcp ／Fco の 低 下 率 は ゴ ム シ
ー

ト等 の 場 合 程 顕 著 で な い 。

　 （3）供 試 体 の 高 さ と幅 の 比 （d ／D ） と コ ン ク リ ート の 圧 縮 強 度 （FG ） と の 関 係 ； 通常 の 圧 縮 載 荷 試験 の 際 は 供 試 体

の 高 さ と 断 面 直 径 の 比 が 2，0 以 上 に な る と 供 試 体 端 面 に お け る 摩 擦 に よ る 応 力 不 均 等 領 域 の 影 響 が 小 さ くな り、コ ン ク

リ
ートの 圧 縮 強 度 低 下 率 は 小 さ く な る こ と が 知 ら れ て い る 。図

一g は 角 柱 供 試 体 の 高 さ （且 ） と幅 （D ） の 比 と Fc と の

関 係 を 示 し た も の で あ る 。図
一g に よ れ ば 減 摩 バ

ッ ド に ゴ ム シ
ー

ト を 用 い た 場 合 は II／ D が 大 き く な る に つ れ て Fc も増

大 し て い る 、、こ れ は ゴ ム シ ート を 使 用 し た 減 摩 パ
ッ ド の 高 応 力 時 の 応 力 伝 達 特 性 が 劣 化 す る た め と 考 え られ る。一方 、

圧 力 シ ート使 用 パ
ッ ドを用 い た 場 合 は Fc の 値 は H ／D に か か わ らず ほ ほ一定 で あ る。

　 3 ・5 　コ ン ク リ
ー

ト 供 試 体 の 横 方 向 ひ ず み 度 　 本 実 験 で は 、図
一10 に 示 す よ う に 、

ゴ ム シ
ー

ト ・フ ッ 化 エ チ

レ ン 等 を 用 い た 減摩 バ
ッ ド使 用 の 供 試 体 で は 、供 試 体 の 破 壊 応 力 度 近 くの 応 力 に な る と 端 面 近 傍 の 横 ひ ず み は 中央 部 位

置 で の 横 ひ ず み を 大 き く上 回 る の に 対 し、圧 力 シ
ー

ト ・テ フ ロ ン シ
ーhの 場 合 は 端 面 近 傍 と 中 央 部 位 置 の 横 ひ ず み 度 と

大 ぎ な差 は 認 め られ ない 。す な わ ち、圧 カ シ ート な ら び に テ フ ロ ン シ ー
ト等 を使 用 し た 減 摩 パ

ソ ド は 供 試 体 端 面 の 拘 束

力 を 減 少 さ せ て い る こ と が わ か る 。

　 4．結 論

　 以 上 の 結 果 か ら、本 実 験 で 販 扱 っ た 減 摩 バ
ッ ドの 特 性 を 総 合 評 価 す る と、変 形 能 力 の 大 き い 減 摩 シ

ー
ト材 を 使 用 し た

パ
ッ ドは た と え 低 応 力 時 の 摩擦 係 数 が 小 さ くて も 、 高 応 力時 に な る と バ

ッ ド 自身 の 大 き な伸 び 変 形 の た め 、 供 試 体 端 面

部 の 応 力 分 布 が 不 均一と な り、減 摩 用 バ
ッ ド と し て 不 適 当 で あ る 。 LO

本 実 鹸 の 範 囲 で は 圧 力 シ ート ・ボ リ ブ ロ ビ レ ン 、 テ フ ロ ン シ ート等

が 減 摩 バ
ッ ド と し て 適 当 で あ る こ と が わ か る。　　　　　　　　 禽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 妬
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